



























































































































Galeazzi equivalent lesionの 1 症例
大分赤十字病院　整形外科
○瀬
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尾　健
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一、河村　誠一、今澤　良精、麻生　龍磨、橋口　智光、
安部　大輔、市ヶ谷　憲
遠位橈尺関節の脱臼にかわって尺骨遠位骨端線損傷を合併した遠位骨幹部骨折は
Galeazzi equivalent lesionと呼ばれ、非常に稀な外傷である。今回、１症例を経験し
たので報告する。症例は１５歳、男性。自転車走行中に転倒し受傷した。X線像で掌
側転位した橈骨遠位骨幹部若木骨折と尺骨遠位骨端線損傷を認め、尺骨骨幹端が背
側に転位していた。尺骨は局所麻酔下の徒手整復では整復されず、受傷後１日目に
手術を施行した。橈骨の若木骨折を完全骨折として掌屈変形を矯正しておき、尺骨
の背側転位の徒手整復を試みたが、整復位保持が困難だったため、観血的に整復し、
橈尺間を鋼線固定した。短期間での経過は良好だが、骨端線損傷については今後の
尺骨成長障害の観察を要する。
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頚椎症C5 麻痺治療方針決定におけるCMAPの有用性
高知赤十字病院　整形外科
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重清　晶太
　頸椎症による神経痛に加え運動麻痺が出現した場合の治療法の決定には、難渋す
る。その、治療方針に決定にＣＭＡＰが有用であるとの報告があり、谷らは、片側Ｃ５
神経根症自験例の検討から、麻痺の程度に関わらず、CMAP　Ｍ波振幅の健側比30
～50%以下が手術適応の一応の基準であると報告している。今回当院で頚椎症によ
る片側Ｃ５麻痺５例の治療方針決定にErb点刺激の三角筋ＣＭＡＰＭ波振幅を用い、健側
比30%以下の２例が手術に、40%以上の３例に保存治療を行った。結果は、手術例1例
をのぞき、全例MMT3以上に改善した。術後CMAPは手術例で測定しており、1例
が筋力の改善とともにCMAP振幅の増加を得た。しかし、もう1例は術後、筋力も、
CMAP振幅も変化しなかった。
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